
批

評
・
紹

介

近
世
日
本
の
華
僑
研
究

|
|
李
献
湾
著
『
長
崎
唐
人
の
研
究
』
に
寄
せ
て
|
|

員
築
卒

房

昭

一
、
華
僑
研
究
の
動
向
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園
境
を
超
え
た
経
済
活
動
や
人
閲
の
交
流
が
世
界
的
規
模
で
績
が
り
つ
つ
あ

る
現
在
、
華
僑
・
華
人
問
題
は
、
過
去
の
歴
史
的
現
象
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ま
さ

に
現
在
か
ら
将
来
に
わ
た
る
問
題
と
し
て
、
ア
ジ
ア
研
究
の
重
要
な
テ
!
?
と

な
っ
て
い
る
。
近
年
の
奪
僑
研
究
は
、
中
園
と
周
透
ア
ジ
ア
諸
閣
と
の
貿
易
・

通
商
活
動
を
は
じ
め
、
文
化
摩
擦
、
文
化
獲
容
、
労
働
力
移
動
、
園
際
関
係
と

い
っ
た
様
々
な
領
域
が
交
錯
し
つ
つ
、
新
た
な
覗
黙
か
ら
調
査
研
究
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
吠
況
下
に
お
い
て
、
「
華
僑
史
は
庚
域
史
、
皐
際
研

究
封
象
、
そ
し
て
杜
曾
史
で
あ
る
か
ら
、
幅
庚
い
方
法
、
資
料
、
皐
者
を
動
員

す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
つ
く
ら
れ
ね
ば
有
数
な
研
究
は
育
た
な
い
」
(
斯
波
義
信

「
華
僑
」
『
シ
リ
ー
ズ
世
界
史
へ
の
聞
い
3

移
動
と
交
流
』
岩
波
書
庖
、
一

九
九

O
年
)
と
も
い
わ
れ
る
。

一
七
世
紀
以
降
の
日
本
華
僑
に
硯
黙
を
限
定
し
て
い
え
ば
、
江
戸
時
代
の
針

中
園
貿
易
の
窓
口
で
あ
っ
た
長
崎
に
お
け
る
華
僑
研
究
は
、
本
稿
で
紹
介
す
る

李
型
車
氏
の
著
作
の
ほ
か
、
内
田
直
作
氏
『
日
本
華
僑
社
舎
の
研
究
』
(
同
文

館
、
一
九
四
九
年
)
、
中
村
質
氏
「
近
世
の
日
本
華
僑
」
(
箭
内
健
次
監
修
『
九

州
文
化
論
集
2
外
来
文
化
と
九
州
』
卒
凡
社
、
一
九
七
三
年
)
等
の
す
ぐ
れ

た
先
駆
的
業
績
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
幕
末
開
港
か
ら
近
現
代
に
か
け

て
の
研
究
論
文
も
多
数
あ
る
。

最
近
で
は
、
日
本
の
近
世
か
ら
近
代
移
行
期
に
お
け
る
針
ア
ジ
ア
貿
易
の
特

質
を
考
え
る
上
で
も
、
華
僑
の
存
在
と
そ
の
歴
史
的
役
割
の
大
き
さ
が
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
一
八
八

0
年
代
の
日
本
を
と
り
ま
く

園
際
環
境
の
幾
化
に
注
目
し
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
市
場
を
舞
蔓
に
庚
く
商
業
活
動

を
展
開
す
る
中
園
商
人
の
動
き
と
、
産
業
革
命
を
む
か
え
た
日
本
貿
易
と
の
関

連
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
し
た
鐙
谷
直
人
氏
は
、
綿
製
品
・
マ
ッ
チ
・
米
な
ど

の
針
ア
ジ
ア
主
要
貿
易
商
品
を
め
ぐ
る
中
園
一
商
人
の
「
債
格
規
制
」
と
日
本
商

人
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
争
い
に
焦
黙
を
あ
て
、
日
本
の
近
代
化
過
程
に
お
け
る
ア
ジ

ア
か
ら
の
「
衝
撃
」
の
内
寅
お
よ
び
そ
の
克
服
過
程
を
照
射
し
て
い
る
(
鐙
谷

直
人
「
ア
ジ
ア
か
ら
の
衝
撃
と
日
本
の
近
代
|
|
中
園
人
貿
易
商
人
の
圏
結
力

に
注
目
し
て
|
|
」

『
日
本
史
研
究
』
第
三
四
四
鋭
、
一
九
九

一
年
三

と
こ
ろ
で
、
明
治
初
期
に
お
け
る
中
園
一
商
人
の
旺
盛
な
活
動
ぶ
り
に
つ
い

て
、
東
京
外
園
語
皐
校
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
ロ
シ
ア
人
の
メ
l
チ
ニ
コ
フ

は
、
衣
の
よ
う
な
興
味
深
い
記
録
を
残
し
て
い
る
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
街
で
も
日
本
人
街
で
も
、
主
役
は
な
ん
と
い
っ
て
も
中
園

人
で
あ
っ
た
。
近
制
御
諸
閣
の
港
町
か
ら
、
雲
霞
の
よ
う
に
こ
の
地
に
押
し
寄
せ

て
き
た
こ
れ
ら
の
中
園
人
は
、
じ
っ

く
り
と
小
金
を
儲
け
る
こ
と
に
か
け
て

は
、
日
本
人
や
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
人
な
ど
足
元
に
も
お
よ
ば
ず
、
こ
う
し
た
速
い
租

界
地
で
も
、
成
金
ぶ
っ
て
小
銭
を
手
ば
な
す
連
中
が
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
小
銭

は
中
園
人
の
怪
物
的
手
腕
に
よ
司
て
、
メ
キ
シ

コ
・
ド
ル

に
も
オ
リ
エ
ン
タ

ル
・パ

ン
グ
夜
行
の
紙
幣
に
も
膨
れ
あ
が
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
わ
た
し
が

知
る
か
ぎ
り
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
、
こ
の
地
ハ
日
本
)
で
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は
じ
め
こ
そ
あ
っ
と
い
う
ま
に
荒
稼
ぎ
す
る
が
、
そ
の
あ
と
は
引
き
際
を
わ
き

ま
え
ぬ
賭
博
者
の
宿
命
で
、
ま
た
た
く
ま
に
す
っ
て
ん
て
ん
に
な
っ
て
し
ま
う

の
だ
っ
た
。」
〈
メ

l
チ
ニ
コ
フ
箸
・

渡
透
雅
司
謬

『
回
想
の

明
治
維
新
』
岩

波
文
庫
、
九
四
l
九
五
頁
)

右
の
史
料
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
日
本
で
堅
貫
地
味
な
努
力
を
積
み
重
ね

て
成
功
し
た
叢
僑
の
例
は
多
い
。
神
戸
で
活
躍
し
た
奥
錦
堂
(
祈
江
省
出
身
〉

の
一
例
を
あ
げ
る
と
、

は
じ
め
は
長
崎
に
来
て
貿
易
に
従
事
し
、
の
ち
大
阪
を

へ
て
一
八
九

O
年
頃
か
ら
紳
戸
を
本
援
と
し
て
、
綿
糸
・
綿
布
・
マ
ッ
チ
な
ど

の
輸
出
、
中
園
産
の
棉
花
・
絹
・
陶
磁
器
な
ど
の
輸
入
事
業
を
多
角
的
に
展
開

し
た
。
さ
ら
に
紡
績
や
セ
メ
ン
ト
と
い
っ
た
工
業
部
門
に
も
資
本
を
投
下
し
、

ま
た
、
一
脚
戸
華
僑
同
文
準
校
を
創
設
す
る
な
ど
教
育
や
慈
善
活
動
に
も
力
を
窒

く
し
た
。
こ
う
し
た
近
代
日
本
に
お
け
る
華
僑
史
の
背
景
を
近
世
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
探
求
し
、
日
本
華
僑
の
歴
史
的
特
質
を
東
ア
ジ
ア
史
の
な
か
で
考
え
て
い
く

た
め
に
は
、
江
戸
時
代
の
唐
人
の
研
究
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の

意
味
で
、
こ
の
た
び
上
梓
さ
れ
た
李
献
嘩
『
長
崎
唐
人
の
研
究
』
か
ら
多
く
を

拳
び
、
そ
の
成
果
を
さ
ら
に
設
展
的
に
縫
承
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

『
長
崎
唐
人
の
研
究
』
に
つ
い
て

本
書
は
、
明
・
清
時
代
に
長
崎
へ
渡
航
・
居
留
し
た
中
園
人
、
い
わ
ゆ
る

「
唐
人
」
に
つ
い
て
の
論
考
を
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
李
献
章
氏

は
、
中
園
の
航
海
守
護
紳
・
婿
租
に
つ
い
て
の
寅
設
的
研
究
で
庚
く
知
ら
れ
て

い
る
ハ
『
鶏
租
信
仰
の
研
究
』
泰
山
文
物
社
、
一
九
七
八
年
)
。
こ
れ
ま
で
数
十

年
以
上
に
わ
た
り
、
嬬
租
・
唐
人
の
研
究
に
精
力
を
注
が
れ
た
氏
の
研
鎖
に
、

後
皐
の

一
人
と
し
て
深
い
敬
意
を
表
し
、
本
書
の
公
刊
を
喜
び
た
い
。

本
書
は
、
華
僑
問
題
、
日
中
関
係
、
長
崎
貿
易
の
歴
史
に
関
心
を
も
っ
研
究

者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
本
史
・
東
洋
史
と
い
う
皐
問
領
域
を
超
え
て
専
門

を
異
に
す
る
多
く
の
人
に
と
っ
て
、
知
的
刺
激
を
輿
え
る
も
の
と
期
待
さ
れ

る
。
長
崎
華
僑
史
の
専
門
家
で
は
な
い
評
者
が
、
あ
え
て
本
書
紹
介
の
責
を
引

き
受
け
た
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
。
不
案
内
ゆ
え
に
多
く
の
誤
解
も
稼
想
さ
れ
る

が
、
著
者
の
ご
海
容
と
ご
批
正
を
お
願
い
し
た
い
。

ま
ず
本
書
の
主
な
構
成
を
一示
す
と
、
衣
の
よ
う
で
あ
る
。

前
篇
明
代
に
お
け
る
北
九
州
の
中
園
人

て
明
代
の
五
島
唐
人
と
そ
の
遺
蹟

二
、
卒
戸
に
お
け
る
唐
人
と
そ
の
遺
跡

三
、
唐
人
が
長
崎
へ
来
始
め
た
初
期
の
こ
と

四
、
上
代
の
北
九
州
に
活
躍
し
た
唐
人

本
篇
長
崎
唐
人
の
研
究

て
唐
遁
事
の
設
置
と
そ
の
繁
遷

二
、
唐
人
墓
地
と
頭
人
欧
華
字

三
、
唐
人
の
朱
印
船
貿
易

四
、
唐
人
居
留
禁
止
に
至
る
ま
で
の
推
移

五
、
主
要
住
宅
唐
人
の
系
譜

六
、
鎖
園
の
唐
人
に
劃
す
る
影
響

七
、
唐
船
改
め
と
唐
船
キ
リ
シ
タ
ン
事
件

八
、
唐
通
事
健
制
の
成
立

九
、
唐
人
船
宿
の
盛
衰
と
内
通
事

十
、
長
崎
唐
寺
の
末
庵

十
一
、
慶
長
J
正
徳
聞
の
長
崎
唐
人
の
遁
世
記
録
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長
崎
唐
人
研
究
資
料
車

場

*

本
書
全
盛
は
大
き
く
前
・
後
二
篇
に
分
か
れ
る
。
前
篇
で
は
、
明
代
お
よ
び

そ
れ
以
前
に
、
五
島
・
卒
戸
・
長
崎
・
博
多
・
豊
後
な
ど
九
州
各
地
に
渡
来
し

た
唐
人
の
動
向
に
つ
い
て
考
察
し
、
さ
ら
に
本
篇
の
各
論
で
は
、
江
戸
時
代
を

中
心
と
す
る
長
崎
唐
人
の
歴
史
的
活
動
に
つ
い
て
、
詳
細
な
検
討
を
加
え
て
い

る
。
全
盛
的
バ
ラ
ン
ス
か
ら
み
る
と
、
四
五
二
頁
の
う
ち
約
八
割
以
上
を
江
戸

時
代
の
考
察
に
あ
て
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
り
、
後
宇
部
の
約
五

O
頁
は
、
唐

寺
の
過
去
帳
・
由
緒
書
・
墓
碑
銘
文
な
ど
か
ら
作
成
さ
れ
た
長
崎
唐
人
の
編
年

配
列
記
事
、
和
文
資
料
目
録
を
枚
録
し
て
い
る
。

以
下
、
木
篇
の
構
成
に
沿
っ
て
、
各
論
の
内
容
を
簡
潔
に
紹
介
し
な
が
ら
、

若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
附
け
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
、
唐
通
事
の
創
設
年
代
に
つ
い
て
考
謹
し
、
初
代
の
唐
通
事
と
な
っ
た
宮
崎

六
(
鴻
六
官
)
、
清
河
歌
之
助
(
張
道
済
)
ら
の
経
歴
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

二
、
唐
人
墓
地
が
慶
長
初
年
に
下
付
さ
れ
た
経
緯
や
、
欧
華
字
ら
の
事
績
を

考
察
し
て
い
る
。
ま
た
、
卒
戸
唐
人
の
牽
字
(
イ
ギ
リ
ス
一
商
館
長
コ
ッ
ク
ス
日

記
に
登
場
す
る
者

Z
る
は
、
欧
華
字
と
は
別
人
と
み
な
す
岩
生
成
一
氏
の

設
を
批
判
刊
し
、
墓
碑
銘
文
等
か
ら
同
一
人
設
を
唱
え
て
い
る
。

三
、
唐
人
の
朱
印
船
貿
易
に
テ
l
マ
を
絞
っ
て
考
察
を
加
え
、
波
船
一
覧
表

を
掲
げ
る
。
唐
人
の
朱
印
船
貿
易
は
、
二
ハ
一
四
(
慶
長
一
九
〉
年
か
ら
一
六

一
八
ハ
元
和
四
〉
年
ま
で
績
き
、
そ
の
聞
に
唐
人
の
数
は
約
二
五

O
O人
に
増

加
し
、
長
崎
の
人
口
の
約
一
割
を
占
め
た
と
い
う
。
な
お
、
朱
印
船
貿
易
の

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
年
度
別
汲
船
表
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
内
容
か
ら
み
て
明
ら

か
に
日
本
人
波
船
表
の
誤
り
で
あ
る
(
一
一
一
一
六
頁
)
。

四
、
日
本
に
在
留
し
た
中
園
商
人
が
「
住
宅
唐
人
」

'
炉
白
E
a

限
刊

(
華
僑
一
世
)
と
な
っ

て
い
く
、
慶
長
か
ら
寛
永
期
に
か
け
て
の
唐
入
社
曾
の
端
変
化
を
詳
し
く
論
じ
て

い
る
。
二
ハ

O
八
年
頃
の
長
崎
の
唐
人
は
約
十
三
家
で
あ
っ
た
が
、
・
次
第
に
勢

力
を
横
げ
、
二
ハ
一

O
年
に
は
徳
川
家
康
が
唐
船
誘
致
政
策
に
よ
っ
て
唐
人
を

保
護
し
、
朱
印
朕
を
輿
え
た
。
そ
の
頃
か
ら
唐
船
の
来
航
数
が
増
大
し
、
唐
人

船
宿
を
通
じ
て
貿
易
品
を
頁
買
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
唐
人
は
出
身
地
の
管
単

位
に
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
、
貿
易
業
務
の
提
携
、
航
海
守
襲
紳
で
あ
る
鰐
租
の

祭
把
な
ど
を
共
同
で
行
な
っ
た
。

五
、
書
司
統
譜
・
唐
通
事
舎
所
日
銭
・
族
譜
・
過
去
帳
な
ど
の
史
料
か
ら
、

住
宅
唐
人
の
系
譜
、
来
航
の
経
緯
、
日
本
で
の
活
動
状
況
な
ど
を
追
究
し
、
三

江
・
樟
泉
・
一
繭
州
の
財
閥
ご
と
に
詳
述
し
て
い
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
唐
人
三
十

数
名
の
履
歴
は
、
貿
易
商
・
遁
事
・
勝
者
・
文
人
・
銀
吹
職
人
な
ど
で
、
長
崎

唐
人
の
多
彩
な
活
動
ぶ
り
が
窺
え
る
。

六
、
「
鎖
園
」
の
唐
人
に
封
す
る
影
響
を
主
に
検
討
し
て
い
る
。
一
六
一
二
四

〈
寛
永
二
己
年
、
幕
府
が
唐
船
貿
易
を
長
崎
一
港
に
限
定
し
た
目
的
に
つ
い

て
、
キ
リ
シ
タ
ン
取
締
り
、
白
紙
の
輸
入
統
制
、
灰
吹
銀
の
流
出
抑
制
な
ど
を

理
由
に
家
げ
た
矢
野
仁
一
、
山
脇
悌
二
郎
氏
ら
従
来
の
研
究
を
批
列
し
、
唐
人

の
武
器
密
検
事
件
を
ふ
ま
え
、
鎖
園
令
違
反
を
統
制
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
っ

た
と
説
く
。

七
、
貿
易
政
策
か
ら
寅
施
さ
れ
た
二
ハ
三
六
〈
寛
永
二
二
〉
年
段
階
の
「
唐

船
改
め
」
は
、
島
原
の
飢
以
後
、
検
使
に
よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
改
め
と
し
て
の
性

格
を
も
つ
に
至
っ
た
と
述
べ
、
寛
永
一
二
年
の
唐
船
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
の
経
緯

や
唐
船
請
人
制
度
の
創
設
事
情
な
ど
を
論
じ
て
い
る
。

八
、
「
鎖
園
」
以
後
に
お
け
る
唐
通
事
の
役
職
の
襲
遷
、
職
掌
、
役
料
な
ど

を
検
討
し
て
い
る
。

九
、
住
宅
唐
人
が
同
郷
の
貿
易
船
を
相
手
に
経
営
し
て
い
た
船
宿
の
盛
衰
に

-157ー
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つ
い
て
論
じ
、
船
宿
口
銭
銀
の
制
限
、
総
振
船
制
施
行
、
唐
人
屋
敷
の
設
立
事

情
な
ど
を
あ
と
.
つ
け
て
い
る
。

十
、
興
一
隅
寺
(
南
京
)
・
一
隅
済
寺
(
津
州
・
泉
州
)
・
崇
一
緬
寺
(
一
服
州
)
の
い

わ
ゆ
る
麿
三
か
寺
に
連
な
る
三
十
鈴
の
末
庵
の
系
譜
を
述
べ
て
い
る
。

十
て
唐
寺
関
係
の
過
去
帳
、
墓
碑
名
、
通
事
家
の
由
緒
舟
固な
ど
、
長
崎
の

郷
土
史
家
の
渡
透
庫
輔
氏
ら
が
枚
集
し
た
記
録
そ
の
他
の
史
料
に
基
づ
い
て
、

慶
長
J
正
徳
末
年
ま
で
約
百
年
聞
の
唐
人
関
係
記
事
を
摘
出
し
て
年
代
順
に
整

理
し
、
あ
わ
せ
て
「
長
崎
唐
人
研
究
資
料
」
の
目
録
を
牧
載
す
る
。

*

*

*

 

本
書
の
大
き
な
特
徴
は
、
ま
ず
第
一
に
唐
人
の
系
譜
と
活
動
に
つ
い
て
関
係

資
料
を
博
捜
し
、
さ
ら
に
文
献
の
み
な
ら
ず
墓
碑
な
ど
の
石
刻
に
も
目
く
ば
り

し
な
が
ら
、
綿
密
な
考
査
を
重
ね
る
手
法
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二

に
、
卒
戸
・
長
崎
な
ど
各
地
の
唐
人
史
蹟
を
訪
ね
歩
き
、
現
地
で
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
(
開
き
書
き
)
と
文
献
考
詮
を
重
ね
て
考
察
し
、
遜
設
の
誤
り
を
舌
鋒

鋭
く
批
判
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
貼
は
高
く
評
領
さ
れ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

し
か
し
、
細
か
い
史
貧
の
考
讃
に
や
や
比
重
が
置
か
れ
す
ぎ
た
た
め
か
、
個

々
の
史
貨
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
総
括
し
て
位
置
づ
け
る
側
面
が
弱
く
な
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
図
家
の
封
外
政
策
の
面
で
み
る
と
、

(
一
)
江
戸
幕
府
の
封
外
政
策
い
わ
ゆ
る
「
鎖
園
令
」
が
長
崎
の
唐
入
社
舎
に

い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
、
(
二
)
清
朝
政
府
は
在
日
唐
人
を
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
て
い
た
の
か
、
と
い
っ
た
本
書
の
基
本
的
テ
ー
マ
に
関
わ
る
問
題

が
あ
ろ
う
。
小
稿
で
は
紙
幅
の
制
約
も
あ
り
、
前
者
の
問
題
に
焦
黙
を
絞
っ
て

検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

「鎖
図
令
」
と
唐
人
貿
易

「
鎖
園
」
以
前
、
長
崎
へ
来
往
し
た
唐
人
数
は
正
確
に
は
把
握
で
き
な
い

が
、
在
住
唐
人
の
ひ
と
り
で
あ
る
劉
鳳
岐
の
言
に
よ
れ
ば
、

「慶
長
中
期
(
一

六一

O
年
前
後
)
に
は
二
十
人
に
満
た
な
か
っ
た
の
が
、
い
ま
十
年
た
ら
ず
で

二
、
三
千
人
に
急
増
し
、
こ
れ
か
ら
推
せ
ば
日
本
全
睦
で
は
二
、
三
薦
人
も
い

る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
(
朱
園
禎
『
湧
償
小
品
』
巻
三
十
〉
。
唐
人
の
住
居
は

長
崎
市
中
に
庚
く
散
在
し
、
家
屋
敷
の
所
有

・
婚
姻

・
職
業
・
移
住
等
に
つ
い

て
、
一
般
日
本
人
と
の
法
的
差
別
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
彼
ら
は
出
身

地
別
に
唐
備
を
招
い
て
興
一
繭
寺
・
一
幅
済
寺
・
崇
一
隅
寺
の
唐
三
か
寺
を
創
建
し
、

あ
わ
せ
て
矯
租
を
杷
る
な
ど
、
東
南
ア
ジ
ア
と
の
そ
れ
と
類
似
の
華
僑
祉
舎
と

し
て
順
調
な
設
展
を
と
げ
つ
つ
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
設
展
は
「
鎖
園
」
に
よ
っ
て
抽
出
折
を
徐
儀
な
く
さ
れ
る
。
一

六

一
六
(
元
和
二
〉
年
、
幕
府
は
ヨ

ー

ロ
ッ
パ
人
(
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
イ
ギ
リ

ス
〉
の
居
住

・
貿
易
を
制
限
す
る
措
置
を
と
っ
た
が
、
こ
の
時
黙
で
は
ま
だ
唐

人
貿
易
の
自
由
は
認
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
貿
易
統
制
の
上
か
ら
も
幕
府

に
と
っ
て
「
好
都
合
」
だ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
〈
一
五
三
頁
〉
。
し
か
し
、
一

六
三

0
年
代
の
「
鎖
園
令
」
が
日
本
人
の
全
面
的
渡
航
禁
止
に
設
展
し
て
、
唐

船
の
来
航
貿
易
は
有
利
に
な
っ
た
反
面
、
長
崎
住
宅
唐
人
は
船
を
出
す
こ
と
も

図
へ
鋳
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
(
二
七
五

1
1二
七
六
頁
〉
。

唐
入
社
舎
に
「
鎖
園
」
が
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
中
村
質
氏

の
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
寛
永

一
一
一
〈
一
ム
ハ
一
二
五
〉
年
の

い
わ
ゆ

る
第
三
次
「
鎖
園
令
」
に
よ
っ
て
、
日
本
の
在
住
唐
人
は
「
日
本
人
同
様
に
扱

わ
れ
」
た
た
め
、
海
外
波
船
は
お
ろ
か
、
来
航
唐
船
に
乗
組
ん
で
の
出
海
も
全

面
的
に
禁
じ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
(
前
掲
論
文
「
近
世
の
日
本
華
僑
」
一
六
九
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頁
〉
。
つ
ま
り
、
「
鎖
園
」
に
よ
っ
て
日
本
華
僑
は
直
接
的
な
海
外
貿
易
を
封

じ
込
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
本
生
ま
れ
の
華
僑
二
世
お
よ
び
そ
の

子
孫
た
ち
は
日
本
女
性
と
婚
姻
関
係
を
結
び
、
名
前
も
多
く
は
母
方
の
姓
か
、

本
貫
地
に
因
む
日
本
式
の
復
姓
に
改
め
、
ま
た
髪
型
や
衣
服
と
い
っ
た
面
で
も

日
本
風
の
生
活
習
慣
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
日
本
社
舎
に
同
化
し
て
い
く
傾
向

が
み
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
日
本
の
歴
史
を
東
南
ア
ジ
ア
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
大
き
な
相

違
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
東
南
ア
ジ
ア
各
地
の
華
僑
祉
舎
で
は
、
海
外
移
民
の

新
た
な
流
入
に
よ
り
常
に
再
生
を
く
り
か
え
し
な
が
ら
順
調
な
褒
展
を
と
げ
、

現
在
ま
で
隆
盛
を
保
持
し
て
い
る
。
そ
れ
と
は
針
照
的
に
近
世
日
本
の
華
僑
の

歴
史
は
、
そ
の
ア
ジ
ア
的
設
展
・
開
花
の
道
を
「
鎖
園
」
に
よ
っ
て
摘
み
取
ら

れ
た
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
ヒ
ト
(
人
閉
〉
の
移
動
」
と
い
う
覗
黙
か
ら
、

近
世
の
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
を
比
較
す
る
と
、
ど
こ
が
違
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
大
き
な
相
違
黙
の
ひ
と
つ
は
、
日
本
で
は
外
園
人
の
移
民
流
入
〈
と
く
に

女
性
)
を
桓
否
す
る
政
策
が
と
ら
れ
た
黙
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え

ば
、
中
園
人
が
女
性
や
家
族
を
と
も
な
っ
て
日
本
へ
来
て
貿
易
し
た
り
定
住
す

る
こ
と
は
、
「
鎖
園
」
霞
制
下
で
は
一
切
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
中
園

の
華
南
沿
岸
や
東
南
ア
ジ
ア
各
地
か
ら
長
崎
へ
来
航
し
た
唐
人
た
ち
は
、
全
員

が
い
わ
ば
「
単
身
赴
任
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
「
ヒ
ト
(
人
関
)
の
移
動
」
と
い
う
競
熱
か
ら
み
る
と
、
東
南

ア
ジ
ア
諸
園
で
は
中
園
人
移
民
を
、
妻
子
連
れ
・
家
族
ぐ
る
み
で
大
量
に
受
け

入
れ
た
歴
史
を
も
っ
。
一
方
、
江
戸
時
代
の
日
本
は
そ
れ
を
全
く
排
除
し
た
と

い
う
黙
で
、
き
わ
め
て
特
異
な
園
家
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
か
か
る
幕
藩
制

園
家
の
針
外
政
策
の
特
質
は
い
い
か
え
れ
ば
、
海
外
か
ら
貿
易
口
問
(
モ
ノ
〉
は

大
量
に
受
け
入
れ
る
が
、
人
閲
〈
ヒ
ト
)
の
流
入
・
定
住
は
担
否
す
る
と
い
う

政
策
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
近
世
日
本
の
封
外
政
策
の
論
理

は
、
琉
球
王
園
を
も
包
み
、
込
ん
で
ほ
ぼ
貫
徹
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
「
鎖

園
」
僅
制
が
成
立
し
た
一
七
世
紀
半
ば
以
降
、
幕
末
の
開
園
期
に
至
る
ま
で
、

明
清
王
朝
の
交
替
に
よ
る
動
観
期
を
除
い
て
、
中
園
人
が
集
固
で
日
本
列
島
お

よ
び
琉
球
に
渡
来
、
定
住
す
る
と
い
う
現
象
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
「
鎖
園
」
の
用
語
概
念
を
め
ぐ
る
問
題
貼
に
ふ
れ
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
近
年
、
日
本
近
世
史
研
究
の
分
野
で
は
、
従
来
の
「
鎖
園
」
と
い
う
用

語
が
嘗
時
の
劉
外
関
係
史
の
賞
態
を
正
し
く
反
映
し
て
い
な
い
と
い
う
批
剣
が

提
起
さ
れ
て
お
り
、
近
世
日
本
の
封
外
関
係
の
あ
り
か
た
を
ア
ジ
ア
史
の
文
脈

で
表
現
す
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
「
海
禁
」
概
念
の
歴
史
的
措
変
遷
に
つ
い
て

の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
(
荒
野
泰
典
「
海
禁
と
鎖
園
」
『
ア
ジ
ア
の
な
か

の
日
本
史
E

外
交
と
戟
争
』
東
京
大
皐
出
版
食
、
一
九
九
二
年
、
参
照
)
。

こ
の
よ
う
な
問
題
提
起
を
ア
ジ
ア
史
研
究
の
視
座
か
ら
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
く
か
が
、
今
後
の
議
論
を
深
め
て
い
く
う
え
で
一
つ
の
重
要
な
鍵
と
な
ろ

佐
町
ノ
。

-159-

本
書
の
叙
述
を
み
る
と
、
本
篇
の
第
六
を
除
い
て
「
鎖
園
」
・
「
海
禁
」
い
ず

れ
の
概
念
も
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
本
書
は
こ
う
し
た
概
念
に
こ
だ

わ
ら
ず
‘
唐
人
の
活
動
に
焦
熱
を
あ
て
て
考
察
を
深
め
て
い
く
と
い
う
濁
特
の

方
法
を
堅
持
し
て
い
る
。
そ
の
膨
大
な
記
述
を
前
に
す
る
と
、
近
年
の
「
鎖

園
」
・
「
海
禁
」
に
関
す
る
論
議
が
ま
る
で
よ
そ
ご
と
の
よ
う
に
「
風
化
」
さ
れ

て
い
く
か
の
よ
う
な
錯
先
に
も
陥
り
か
ね
な
い
。
し
か
し
、
個
々
の
史
貧
を
静

態
聞
に
記
述
し
て
い
く
本
書
の
よ
う
な
方
法
だ
け
で
は
、
歴
史
の
動
態
的
な
理

解
が
き
わ
め
て
困
難
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
黙
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

一
六
三

0
年
代
の
繁
動
期
を
長
崎
唐
人
が
ど
の
よ
う
に
生
き
ぬ
い
て
い
っ
た
の
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か
、
と
い
う
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
の
見
解
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
黙
に
、
そ

れ
が
端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

近
世
日
本
の
封
外
関
係
に
お
い
て
、
一
六
一

=
0年
代
が
大
き
な
歴
史
的
劃
期

で
あ
る
こ
と
は
、
「
鎖
園
」
・
「
海
世
間
」
い
ず
れ
の
用
語
を
支
持
す
る
に
せ
よ
、

大
方
の
異
論
は
な
い
。
も
し
、
本
書
が
日
本
史
の
概
念
に
縛
ら
れ
な
い
濁
自
の

方
法
的
立
場
を
貫
く
な
ら
ば
、

二ハ一一一

0
年
代
の
歴
史
繁
動
が
唐
入
社
舎
に
い

か
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
と
い
う
黙
に
つ
い
て
、
著
者
自
身
の
主
張
を
も
っ

と
明
確
に
提
示
す
る
た
め
の
濁
自
の
論
理
構
成
と
叙
述
上
の
工
夫
が
必
要
で
は

な
か
ろ
う
か
。一
九
九
一
年
一

O
月

佐
世
保

親
和
銀
行
ふ
る
さ
と
振
興
基
金
曾

A
五
剣
四
五
二
頁

非
寅
品

〈
附
記
〉
本
書
は
、
書
籍
刊
行
に
よ
る
地
域
社
曾
へ
の
文
化
的
奉
仕
と
い
う
理
念

に
基
づ
い
て
創
刊
さ
れ
た
「
親
和
文
庫
」
シ
リ
ー
ズ
の
第
二
ハ
放
で
あ

る
。
本
書
の
皐
術
的
償
値
に
つ
い
て
は
、
山
根
幸
夫
氏
が
『
東
方
』
第
一

四
O
放
に
お
い
て
「
長
崎
貿
易
を
知
る
重
要
な
研
究
書
」
と
し
て
、
早
く

か
ら
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
警
は
残
念
な
こ
と
に
限
定
出
版
・

非
賓
口
聞
で
あ
る
た
め
、
研
究
者
の
開
で
も
充
分
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

木
書
の
入
手
を
希
望
さ
れ
る
方
の
た
め
に
、
夜
行
所
の
連
絡
先
を
附
記
し

て
お
く
。佐
世
保
市
島
瀬
町
一

O
番
|
一
一
一
蹴

親

和

銀

行

電
話

(
O九
五
六
〉
|
二
四
|
五

一
一
一
(
代
表
)

鈴
木
智
夫
著

洋
務
運
動
の
研
究

|

|
一
九
世
紀
後
牟
の
中
園
に
お
け
る
工
業
化
と

外
交
の
革
新
に
つ
い
て
の
考
察

l
l

岡

本

司

隆

園
の
内
外
を
問
わ
ず
、
中
園
近
代
史
研
究
に
お
け
る
領
域
の
旗
大
、
テ
ー
マ

の
細
分
化
、
こ
れ
ら
に
伴
う
史
料
の
出
版
や
研
究
成
果
の
量
的
な
精
加
は
、
評

者
一
人
の
嘆
息
に
す
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
皐
界
の
動
静
に
ひ
と
と
お
り

通
じ
よ
う
と
す
る
だ
け
で
も
過
重
な
作
業
だ
と
感
じ
せ
し
め
る
ま
で
に
な
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
一
九
八

0
年
代
初
頭
よ
り
年
を
下
る
に
つ
れ
い
よ
い

よ
願
者
に
な
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
と
併
行
し
て
、
個
々
の
研
究
内
容
に
も
関
わ

っ
て
く
る
理
論
枠
組
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
近
代
中
園
史
像
の
再
検
討
」

が
牢
ば
最
大
公
約
数
的
な
目
標
の
よ
う
に
唱
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
こ
こ
十

年
来
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。
研
究
の
増
大
と
新
た
な
方
法
の
要
求
と
模
索
。
一

見
拳
界
が
活
性
化
し
て
い
る
か
に
思
え
る
こ
う
し
た
現
象
は
、
し
か
し
な
が

ら
、
い
っ
た
ん
そ
の
内
寅
に
踏
み
込
ん
で
み
る
と
、
個
々
の
動
向
の
聞
に
は
聯

闘
が
い
た
っ
て
稀
薄
で
、
い
さ
さ
か
懐
疑
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
空
虚
さ
を

字
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
な
ら
な
い
。

中
園
近
代
史
の
研
究
に
お
い
て
、
西
洋
近
代
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
は
、
テ
ー
マ
を
い
か
に
設
定
す
る
か
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
が
あ
り
え
よ
う
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
避
け
て
遜
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
作
業
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
)
西
洋
と
の
交
渉
が
本
格
化
し
始
め
允
一
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